
2014年4月【カイビガン】通信 No.05 

ーフィリピンに於ける貧困削減への挑戦ー 

第2ステージへの展望 

4月17日から23日の間、現場に出かけてきました。 

ここまでの約3年間の活動を紙芝居的にまとめてみました。 



これまでの活動 

１．現地活動記録_投入 
Japanese visit to Philippine 

1) Feb, 14-18 2010 (5days)：Kume 

2) May 14- 18 2010(5days)：Kume and Nakajima 

3) Jan,31- Feb, 3 2011(4days)：Kume 

4) February 2011: Nakajima 

5) May 17 – 19, 2011(3days)：Kume_ Orientation to TESDA 

6) Nov. 2011: Nakajima _ Seminars TUP 

7) Dec, 12-16, 2011(5days)： Kume_CUDBAS Seminar to TTCTCE 

8) March 17-23, 2012(7days)：Kume & son _Seminar in a company. 

9) Nov. 5-12, 2012: Nakajima and Kamimura 

10) Mar.03-09 2013: Nakajima and Aoki 

11) June 6-10,  2013(5days)：Kume 

12) Feb.22-27, 2014 : Nakajima, Kamimura, Kaitani and Oshiro 

13) April 17-23, 2014:Kume 

★KORU for ALL = Established NGO of Philippines government 

registration in February, 2010.  



これまでの活動 

１．現地活動記録_成果 

成果①：活動拠点の土地の開発 
 

１）1ヘクタールの竹とココナッツなどの里山風景 

２）下草の処理とガーデンの造成 

３）景観を崩さないように竹の伐採 

４）ココナッツ、コーヒー、バナナ、パパイヤ、野菜など
食用・換金植物の植樹 

 

 

 

 

 

 

 

 



これまでの活動 

１．現地活動記録_成果 

成果②：住居の建設 
１）4軒の住居と一つのコミュニティーハウス 

２）ウイルマ―親族が管理及び裨益 



これまでの活動 

２．現地活動記録_収益活動 

活動①：畜産 
   １）豚 

 

 

 

                                                                  ２）鶏 

 

        ３）山羊 

 

 

 

 

 

 

 

 



これまでの活動 

２．現地活動記録_収益活動 

活動②：園芸、殖産 

１）ココナッツ ２）コーヒー  3)マホガニー   

4)パパイヤ 5)バナナ 6)マンゴ 7)竹 

8)楢の木 9)ランブータン 10)野菜 11)Etc,. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



これまでの活動 

２．現地活動記録_収益活動 

活動③：竹製品の加工 
1)バスケット 

 

 

 

 

                            ２）筏 

 

 

３）家屋（素材が身近にあるのでニーズが高い） 

 

 

 

 

 

 

 

 



今後の活動 

３．活動拠点の活用_ 

活動①：畜産の継続＝山羊、鶏 

活動②：殖産の継続＝マホガニー他食用植物 

活動③：竹製品など製品開発 

 →カマド＝火事対策と調理効率(熱)の向上 

 →土壁＝台風対策：ココナッツ繊維＋蜆貝（通気） 

活動④：小・中学校の制服の縫製工房 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



今後の活動 

４．職業訓練センターの建設① 

訓練ニーズ： 

 1)人口の増加と若年者の教育 

 2)国内外での優秀な技能労働者の不足 

 3)職業訓練の現状＝資格優先の有名無実 

 4)TESDAの政策 

 5)市の開発計画 

 

 

 

 

 

 

 

 



今後の活動 

４．職業訓練センターの建設② 

資源：期待される就職先 

 1)海外人材派遣会社 

 2)海外フィリピン企業 

 3)JITCO関連企業 

 

 

 

 

 

 

 



今後の活動 

４．職業訓練センターの建設③ 

資源：連携が期待される団体 

１)フィリピン国内で訓練を運営する民間企業 

  →訓練施設の建設と運営 

２）日本のNPO＝指導者の派遣 

  →現地指導員育成 

  →施設運営指導 

  →カリキュラム・教材開発 

３）TESDA 

  →ライセンス、資格の認定 

 

 

 

 

 

 

 



今後の活動 

４．職業訓練センターの建設④ 

職業訓練コース設置優先の考え方： 

① 設備投資負担が比較的低い職種 

② 製造業＝日本のNPO支援の優位性を考慮 

③ 施設運営面でモデルセンターを目指す 

④ カリキュラム、課題、教材でモデルセンターを
目指す 

 

 

 

 

 

 

 


